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ヤ
ウ
グ
と
い
ふ
。
是
常
国
の
方
言
獄
と
い
へ
り
。
按
・千
る
陀
、
清

水
は
、
和
名
抄

K
-y
t
グ
と
よ
み
、
日
本
紀
広
、
姉
弁
或
は
妙
美
弁

・
な
ど
を
よ
め
り
。
古
歌
に
も
、

い
そ
の
か
み
ふ
る
野
の
巡
の
本
わ
け
て

此
の
地
は
、
大
豆
聞
の
村
地
な
る
を
、
相
釣
部
地
と
な
し
、
小
家
共

E
建
て
.
続
鉢
清
水
と
町
名
の
如
く
呼
ぴ
来
り
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.
明
治
凶
年
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月
戸
給
総
成
の
時
‘
町
名
と
な
し
、
椀
鉢
消
水
と
呼
べ
り
。
清
水
を

縦
き
な
る
梅
鉢
山
川
水
町
の
地
迭
の
、
加
出
稼
中
地
子
町
と
抑
制
せ
し
小
家

共
は
.
延
寮
以
後
に
建
て
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

O
梅
鈴
清
水
町

布
は
究
文
六
年
八
月
八
日
の
鐙
牲
に
、
百
姓
地
主
請
け
‘
家
組
指
也

候
は
で
不
v
叶
侠
者
、
人
数
以
下
級
子
共
与
頭
承
周
、
添
容
を
以
て
御

算
用
場
等
へ
相
断
、
百
姓
相
劉
之
上
時
間
地
可
仕
都
。
三
千
石
以
上
下

屋
敷
被
ι
下
世
F

面
々
は
‘
締
地
有
附
放
都
。
と
あ
り
て
、
支
文
六
年
よ

り
百
姓
相
軒
目的制
地
の
部
停
止
相
成
る
放
な
り
。
さ
れ
ば
今
竹
間
町
の

性
付
上
ν
之
中
候
。
以
上
。

右
御
菅
荷
台
所
岳
民
議
陀
て
蛇
口
上
り
、
御
算
用
場
h
尋
問
有
ν
之
、
指
支

有
無
改
作
所
よ
り
十
村
h
会
議
有
ν
之
留
也
。
と
あ
り
o
按
十
る
花
、

金
部
古
政
志
怨

H

俗
K
梅
鉢
草
と
い
へ
り
。
故
に
此
の
清
水
主
総
鉢
し
ゃ
う
づ
と
呼
ペ

担
。
此
の
篠
草
‘
他
所
へ
移
し
植
う
と
い
へ
ど
も
増
養
主
り
が
た
く
.

此
の
地
に
限
り
繁
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す
と
い
へ
り
。
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る
陀
明
治
七
年
七
月
七
日
の

洪
水
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、
鹿
川
此
の
地
縫
へ
航
流
し
、
家
屋
共
愁
〈
流
出
し
、
市
北

も
一
品
本
も
一
時
滅
失
す
と
い
へ
ど
も
、
時
び
土
地
主
修
理
し
、
抑
制
他

も
従
前
の
如
く
な
し
け
る
に
、
性
水
涌
出
し
.
付
加
平
も
随
う
て
再
生

五

自問は
他
の
清
水
と
岡
山
た
り
。
扱
池
の
如
く
に
て
・
池
中
に
蕊
平
の
如

き
水
草
生
茂
り
・
桜
花
の
如
吉
白
き
花
咲
き
た
り
。
此
の
藻
草
を
ば

O
梅

鉢

清

水

此
の
銭
円拭は
、
水
性
逃
だ
清
潔
に
し
て
今
数
ケ
所
よ
り
涌
出
づ
る

中
陀
も
‘
往
品
目
よ
り
の
消
水
を
ば
元
日
用
也
と
い
へ
り
。
殊
陀
此
の
鍵

を
ば
都
て
ン
ベ
ウ
f
と
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べ
り
。
手
水
を
プ
ワ
グ
と
い
へ
る
も
向
言

陀
て
、
後
世
の
方
言
た
ら
ん
か
。

し
み
づ
く
み
に
は
ま
た
も
か
へ
ら
む

加
賀
閣
に
で
も
・
江
副
刷
。
能
美
河
北
三
郡
共
に
山
川
水
と
い
ふ
邑
名
、

皆
シ
ミ
ゾ
と
呼
び
、
谷
清
水
一
柳
子
清
水
友
ど
い
へ
る
邑
名
も
、
シ
t

〆
と
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べ
り
。
石
川
郡
の
土
清
水
村
の
み
、
ツ
乎
シ
ヤ
ウ
グ
と
い
ふ
。

此
の
村
は
後
世
の
新
村
怠
る
故
也
。
今
世
金
部
人
も
色
民
も
‘
抗
川
泉
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